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後援 ︓ デジタル庁、経済産業省、国⼟交通省 
 



1 

タイムスケジュール 

 
13:00 ■開会 
 ■会⻑あいさつ 
 三遠南信地域連携ビジョン推進会議 会⻑ 浜松市⻑ 鈴⽊康友 

 ■開催地代表挨拶 
三遠南信地域連携ビジョン推進会議 副会⻑ 飯⽥市⻑ 佐藤健 

 三遠南信地域連携ビジョン推進会議 副会⻑ 飯⽥商工会議所会頭 原勉 
 ■来賓挨拶・ビデオメッセージ 
 経済産業省 関東経済産業局 地域経済部⻑ 五⼗嵐悟 氏  
 国⼟交通省 中部地方整備局 局⻑ 稲⽥雅裕 氏 オンライン 
 デジタル庁 統括官 村上敬亮 氏 ビデオメッセージ 
 ⻑野県知事 阿部守一 氏 ビデオメッセージ 
 愛知県知事 大村秀章 氏 ビデオメッセージ 
 静岡県知事 川勝平太 氏 ビデオメッセージ 
13:40〜 ■講演 
 俳優・タレント 峰⻯太 氏 
 演題「新たな時代に向けて〜変わる魅⼒、変わらない魅⼒〜」 
 ■分科会案内 
 三遠南信地域連携ビジョン推進会議事務局 事務局⻑ 河野和世 
15:00〜15:20 〜 移動（各分科会会場へ） 〜 
15:20〜 ■分科会 
 （1）第 1 分科会（飯⽥人形劇場） 
 DX 時代の交流・連携 〜ヒト・モノ・コトの⾏き交う社会の創出〜 
  （コーディネーター）髙橋大輔 氏 公益社団法人東三河地域研究センター 常務理事・調査研究室⻑ 
 （2）第 2 分科会（飯⽥文化会館 ホール） 
 三遠南信地域をつなぐ道 〜これまでを辿り、これからへ繋ぐ〜 
  （コーディネーター）⼾⽥敏⾏ 氏 愛知大学地域政策学部教授・三遠南信地域連携研究センター⻑  
 （3）第 3 分科会（飯⽥文化会館 会館棟 2 階  会議室） 
 どうする三遠南信 〜歴史資源のリブランディング〜 
  （コーディネーター）髙栁俊男 氏 法政大学国際文化学部教授 
17:20〜17:40 〜 移動（報告会会場（飯⽥文化会館 ホール）へ） 〜 
17:40〜 ■分科会報告 
 各分科会コーディネーター 
 ■サミット宣言 
 三遠南信地域連携ビジョン推進会議 副会⻑ 飯⽥市⻑ 佐藤健 
 ■次回開催地代表者あいさつ 
 三遠南信地域連携ビジョン推進会議 副会⻑ 浜松商工会議所会頭 ⻫藤薫 
18:10 ■閉会 
18:10〜18:30 〜 移動（交流会会場（飯⽥文化会館前 市⺠広場へ） 〜 
18:30〜19:45 ■交流会 
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事業実績 

 

本年度の三遠南信サミットは、平成 5 年度から数え 30 回目、かつ、3 年振りに全日程を会場参

集により開催した。また、当日の全体会の様子をオンラインにて同時配信するとともに、令和 4 年

11 月下旬より、すべての様子をサミット特設ページにて配信する。 
（第 30回三遠南信サミット 2022 in 南信州 特設ページ https://www.sena-vision.jp/sena/summit/no30.html） 

 

 

1. 事業名 

第 30 回三遠南信サミット 2022 in 南信州 

 

2. テーマ 

第 30 回記念サミット 新たな時代に向けて 〜 大変革時における地域のリデザイン 〜 

 

3. 開催日 

   令和 4 年 10 月 24 日（月） 

 

4. 開催会場 

飯⽥文化会館 及び 飯⽥人形劇場（飯⽥市高羽町 5-5-1） 

 

5. 主な内容 

（1）全体会 13:00〜15:00 

① 挨拶・ビデオメッセージ 

経済産業省 関東経済産業局 地域経済部 部⻑ 五⼗嵐悟 氏 

国⼟交通省 中部地方整備局 局⻑ 稲⽥雅裕 氏 

デジタル庁 統括官 村上敬亮 氏 

⻑野県知事 阿部守一 氏 

愛知県知事 大村秀章 氏 

静岡県知事 川勝平太 氏 

② 講演 

演題 新たな時代に向けて 〜 変わる魅⼒、変わらない魅⼒〜 

講師 俳優・タレント 峰⻯太 氏（下條村出身） 
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（2）分科会 15:20〜17:20 

① 第 1 分科会 

テーマ DX 時代の交流・連携 〜ヒト・モノ・コトの⾏き交う社会の創出〜 

 物理的距離を超え、人材交流や情報交換のより一層の活発化が予想されるDX 

について、⾏政や企業といった枠組みを超えた交流や組織、新たな技術の活

⽤による物流や地域医療の可能性等について意⾒や取組を共有し、ヒト・モ

ノ・コトの⾏き交う社会の創出に向け今後の在り方や連携の可能性を探る。 

コ ー デ ィ ネ ー タ ー 公益社団法人東三河地域研究センター 常務理事・調査研究室⻑ 

髙橋大輔 氏 

参加者 蒲郡市、東栄町、豊根村、湖⻄市、高森町、阿智村、根羽村、泰⾩村 

豊橋商工会議所、豊川商工会議所、⽥原市商工会、高森町商工会 

住⺠団体（三遠南信住⺠ネットワーク協議会） 

※⾏政団体８名、経済団体 4 名、住⺠団体 1 名 計 13 名 

会場 飯⽥人形劇場 

協議内容 第 1 分科会では、DX に関する取組として、豊橋市市⺠協創部安全⽣活課（課

⻑ 林英樹氏）から、豊橋市における「公⽤⾞を利⽤したリアルタイムでの⾞両

プローブデータの収集」について、浜松市デジタル・スマートシティ推進事業

本部デジタル・スマートシティ推進課（課⻑ 瀧本陽一氏）から、浜松市の「浜

松市デジタル・スマートシティ推進計画における取組」について、先進事例を

紹介いただいた後、参加者から「地域の現状や課題」「デジタルを活⽤した具体

的な取り組み」「DX 推進に向けた提案」について、意⾒交換や協議を⾏った。 

＜確認事項＞ 

情報技術を持つ企業や人と地域ニーズのマッチング機能、各地域での実証実験

の支援や広域連携のサポート、国や県への特区提案など、三遠南信地域 DX の

プラットフォームの形成を目指すことを確認した。 

 

② 第 2 分科会 

テーマ 三遠南信地域をつなぐ道 〜これまでを辿り、これからへ繋ぐ〜 

 本地域内に整備が進められている三遠南信⾃動⾞道やリニア中央新幹線な

ど、人や物の流れの変化や活発化が予想・期待されている。これまでも議論

されてきた「道」を活⽤した今後の三遠南信地域の在り方や連携の可能性に
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ついて、30 回の節目に改めて意⾒を交わす。 

コ ー デ ィ ネ ー タ ー 愛知大学地域政策学部教授・三遠南信地域連携研究センター⻑ 

⼾⽥敏⾏ 氏 

参加者 豊川市、飯⽥市、飯島町、売⽊村、喬⽊村、⻑野県建設部 

浜松商工会議所、飯⽥商工会議所、下條村商工会 

豊橋市議会、浜松市議会、飯⽥市議会 

住⺠団体（三遠南信住⺠ネットワーク協議会） 

※⾏政団体 6 名、経済団体 3 名、議会 3 名、住⺠団体 2 名 計 14 名 

会場 飯⽥文化会館 ホール 

協議内容 第 2 分科会では、国⼟交通省中部地方整備局飯⽥国道事務所（所⻑ 大口鉄雄

氏）から、三遠南信⾃動⾞道の整備状況・効果について、飯⽥市⻑（佐藤健氏）

から、リニア中央新幹線⻑野県駅が建設される飯⽥市における取組について、

それぞれ報告をいただきながら、「三遠南信地域を縦軸として結ぶ道への期待」

「リニア中央新幹線開業による新たな連携の可能性」について、参加者による

意⾒交換や協議を⾏った。 

＜確認事項＞ 

三遠南信⾃動⾞道については、部分開通に伴う経済的な効果の確認や浜松豊橋

湖⻄道路の開通も含めた全線開通への期待など、リニア中央新幹線については、

開業に向けた期待や東海道新幹線への影響など、改めて三遠南信⾃動⾞道やリ

ニア中央新幹線等の高速交通網の早期開通・実現に向けた活動や連携の必要性

を確認した。 

 

③ 第 3 分科会 

テーマ どうする三遠南信 〜歴史資源のリブランディング〜 

 2023 年に放送予定の NHK の大河ドラマ「どうする家康」では三遠南信地域

が舞台となることが想定される。そこで、三遠南信地域の歴史や連携の歩み

などを振り返りつつ、地域の歴史資源を活⽤した観光やプロモーションなど、

歴史資源の価値化やファン獲得に繋がる地域ブランディングの取り組みを共

有し、今後の在り方や連携の可能性を探る。 

コ ー デ ィ ネ ー タ ー 法政大学国際文化学部教授 

髙栁俊男 氏 
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参加者 豊橋市、新城市、浜松市、阿南町、平⾕村、下條村、天龍村、大⿅村 

駒ヶ根商工会議所 

住⺠団体（三遠南信住⺠ネットワーク協議会） 

※⾏政団体 8 名、経済団体 1 名、住⺠団体 2 名 計 11 名 

会場 飯⽥文化会館 会議室 

協議内容 第 3 分科会では、はじめにコーディネーターの髙栁俊男氏から、⻑野県の飯⽥

市や下伊那地域を中心に、三遠南信地域の歴史的な繋がりや歴史資源に関する

紹介をいただいた後、参加者から「歴史資源を活⽤した取組（家康以外）」「家

康に関する歴史資源を活⽤した取組」「伝統芸能に関する取組」について、意⾒

交換や協議を⾏った。 

＜確認事項＞ 

歴史資源の活⽤や継承については、39 市町村の範囲だけでなくそれをも越えた

広域的な連携の必要性、三遠南信地域内に存在する数多くの伝統芸能（歌舞伎・

お祭り・人形浄瑠璃など）の PR や活⽤に向けた具体的なアクションなど、組

織や地域を越えた今後の横展開のあり方を確認した。 

 

（3）報告会 17:40〜18:10 

① 分科会報告 

※第 1〜3 分科会のコーディネーターからそれぞれ報告 

② サミット宣言 

※三遠南信地域連携ビジョン推進会議副会⻑の佐藤健飯⽥市⻑が代表して読み上げ 

 

6. 当日の来場者数及び特設サイトアクセス数 

・来場者数 約 600 名 

・特設サイトアクセス数 263 回 

 

7. その他（関連事業︓三遠南信住⺠ネットワーク協議会による住⺠セッション） 

開催日時 令和 4 年 10 月 24 日（月）10:00〜12:00 

開催会場 飯⽥文化会館 会議室 
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サミット宣言 

 
第 30 回三遠南信サミット 2022 in 南信州 サミット宣言 

 
三遠南信サミットは、平成 6 年 2 月 10 日に第 1 回を開催して以来、30 回目を迎えました。こ

の間、平成 7 年の地方分権推進法の成⽴や平成 11 年からの市町村合併の推進、道州制の議論など、
地方⾃治や広域⾏政をめぐる大きな変化があり、また最近では、新型コロナウイルス感染症の世界
的な感染拡大により社会が大きく変容いたしました。こうしたなかで我々は、三遠南信地域の発展
に向け、その時代に応じたテーマについて議論を⾏い、活動を積み重ねてまいりました。 

今回の三遠南信サミットは、「第 30 回記念サミット 新たな時代に向けて 〜大変革時における
地域のリデザイン〜」をテーマに、3 年振りに構成員等関係者が会場に参集しての開催となりまし
た。第 30 回を記念し、全体会では、南信州の下條村ご出身で、俳優・タレントとしてご活躍され
ている峰⻯太さんにご講演をいただいたほか、「DX」「道」「歴史」をテーマとした分科会では、
これまでを振り返りつつ、各地域・各団体における様々な取組を共有するとともに未来に向けた新
たな連携について議論いたしました。 

本日の議論を踏まえ、我々三遠南信地域連携ビジョン推進会議（SENA）は、以下の項目に重点
を置き、取組を推進してまいります。 
 
1. 高速交通網の早期開通・実現に向けた活動の推進 

中部圏の中核的都市圏となる地域基盤の形成に向け、第 1 回サミットからの悲願である三遠南信
⾃動⾞道の早期全線開通をはじめ、浜松湖⻄豊橋道路の早期実現など、引き続き地域一丸となった
提言活動を進めます。また、スーパー・メガリージョンの形成を⾒据えて、その基軸となるリニア
中央新幹線の整備効果を活かすべく、一層の連携強化を図ります。 

2. 三遠南信地域一体での DX の推進 
革新を取り込む産業創造圏の形成に向け、地域として DX を推進することにより、新たな技術を

活かした物流や人的交流をさらに活発化させ、⾏政、産業、地域などの枠を超えた「ヒト・モノ・
コト」の⾏き交う社会の実現を目指し、三遠南信地域の一体的な発展、地域社会におけるイノベー
ションの創出、地域住⺠の⽣活の質の向上を図ります。 

3. 歴史資源のリブランディングの推進 
流域文化創造圏の形成に向け、令和 5 年の NHK の大河ドラマ「どうする家康」の放送開始に合

わせ、域内に存在する様々な歴史資源のリブランディングを進めながら、地域連携による観光誘客
やプロモーション活動に一層⼒を⼊れ、三遠南信地域のファン獲得を目指します。 
 

県境を越えた広域連携による絆を一層強化・深化させ、官⺠連携の強みを活かした多様な主体に
よる新たな地域連携のプラットフォームの形成を目指すなど、2030 年を目標年次とする第 2 次三
遠南信地域連携ビジョンの実現に向け、この場を共有する全ての主体が取組を進めることを確認し、
第 30 回三遠南信サミット 2022 in 南信州のサミット宣言といたします。 
 

令和 4 年 10 月 24 日 

三遠南信地域連携ビジョン推進会議 
第 30 回三遠南信サミット 2022 in 南信州 
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歳入歳出決算 

 

○歳⼊内訳                                                                （単位︓円） 

項目 
令和 4 年度 

予算額 
令和 4 年度 

決算額 
説明 

1 事業費 3,500,000 2,897,853  

2 参加負担⾦ 780,000 309,600 
交流会負担⾦（4,000 円×72 人） 

（2,400 円×9 人） 

計 4,280,000 3,207,453  

 

○歳出内訳                                  （単位︓円） 

項目 
令和 4 年度 

予算額 
令和 4 年度 

決算額 
説明 

1 運営業務委託費 1,600,000 1,682,450 サミット運営、録画・配信 ほか 

2 会場関係費 400,000 79,200  

3 交流会設営費 100,000 220,990 交流会会場設営費 

4 交流会飲⾷費 780,000 312,208 うち、309,600 円は参加負担⾦を充当 

5 住⺠セッション 
関係費 

200,000 249,998 企画・運営業務委託料 

6 会議費 10,000 0  

7 事務費 390,000 410,737 
旅費、燃料費、郵送費、消耗品費、振込

⼿数料 ほか 

8 謝⾦ 800,000 251,870 全体会・分科会登壇者謝⾦ 

計 4,280,000 3,207,453  
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PR 媒体 及び 当日の様子 

 

◆プログラム 

 

 
◆サミット特設サイト 
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◆全体会（会⻑挨拶） 

 

◆全体会（講演） 

 

◆第 1 分科会 

 

◆第 2 分科会 

 

◆第 3 分科会 

 

◆サミット宣言 
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新聞報道 

 

＜南信州地域＞ 

◆南信州新聞 2022 年 10 月 25 日（火） 

 

◆信濃毎日新聞 2022 年 10 月 25 日（火） 
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◆中日新聞 2022 年 10 月 25 日（火） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



12 

＜遠州地域＞ 

◆静岡新聞 2022 年 10 月 22 日（⼟） 

 

◆静岡新聞 2022 年 10 月 25 日（火） 
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◆静岡新聞 2022 年 10 月 25 日（火） 

 

◆中日新聞 2022 年 10 月 25 日（火） 
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◆静岡新聞 2022 年 11 月 10 日（⽊） 
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＜東三河地域＞ 

◆東日新聞 2022 年 10 月 26 日（水） 

 
 
 
 
 
 


